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総合資格学院イメージキャラクター
令和4年度 一級建築士試験合格 
当学院受講生・俳優

田中 道子さん

令和6年度 1級建築士 学科・設計製図試験 64.3%No.1全国ストレート
合格者占有率

当学院
当年度
受講生

他講習
利用者
+

独学者

全国ストレート合格者 1,036名中 ／ 当学院当年度受講生 666名

X ⇒「@shikaku_sogo」　LINE ⇒「総合資格学院」
Instagram ⇒「sogoshikaku_official」 で検索！

★学科・製図ストレート合格者とは、令和6年度1級建築士学科試験に合格し、令和6年度1級建築士設計製図試験にストレートで合格した方です。　※当学院のNo.１に関する表示は、公正取引委員会「No.１表示に関する実態調査報告書」に基づき掲載しております。　※全国ストレート合格者数は、（公財）建築技術
教育普及センター発表に基づきます。　※総合資格学院の合格実績には、模擬試験のみの受験生、教材購入者、無料の役務提供者、過去受講生は一切含まれておりません。　〈令和6年12月29日現在〉

過去10年で「最難関」の試験でも
全国ストレート合格者の6割以上が当学院の当年度受講生
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題：「三ツ畑田島」 愛南町　サイズF／4

宇和海に浮かぶ高さ約40メートルほどの3つの

小さな島「三ツ畑田島」は、足摺宇和海国立公

園内にある象徴的な景観の一つです。付近はサ

ンゴ礁や熱帯魚が豊富に生息し、ハマチの養殖

なども行われています。

表紙作者　上田　勇一　プロフィール
1974	 東京生まれ
1980	 小学校から高校まで松山在住
1990	 東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
1991	 愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
	 （愛媛県建築士事務所協会主催）
1993	 画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
1996	 日本工業大学建築学科 卒業
1998	 画家として活動を開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
2002	 日本ファンタジーノベル賞受賞作者 「世界の果の庭」（新潮社）
	 の装丁担当
2003	 美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
2010	 愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
2015～17　愛媛新聞 冊子「アクリート」表紙画連載
2017	 絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立
	 「えひめの塗り絵」を出版
	 その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動
	 現在、現代日本美術会 会員／審査員
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　「設計者」。日本は世界的な建築家大国だ。建築の賞
の中で、最も権威があると言われているプリツカー賞。
最多受賞は、日本、日本人だ。1979年から始まっ
たこの賞を、受賞年度別、受賞国籍別でデータ化して
みると次のようになる。日本＝８年度、９人。アメリ
カ＝６年度、８人。イギリス＝５年度、５人。フラン
ス＝３年度、３人。その他は、２年度以下、２人以下
になる。建築文化の高い西欧のアメリカ、イギリス、
フランスを抑えて、日本が世界のトップレベルの建築
家を最も多く輩出していることは、非常に誇らしいこ
とでもある。

　それに対して、稚拙な設計者もいる。特に僕たち市
井の設計者の中にだ。建築雑誌を見て真似をして、あ
たかも自分が考えたように振る舞ったり、以前設計し
たものを全くそのままリピートしたり、ちょっと変え
て良しとしたり、丸投げして誰かにやってもらって事
なきを得たりと、自分で労せず対価だけを得ようとす
る、デベロッパー的な力なきボトムレベルの設計者。
僕も含めたこの輩たちが、世の中での建築の評価、普
通の人々からの評価を押し下げていることに、反省ひ
としきりの思いがある。

　「施工者」。日本には世界最高水準の施工技術で造ら
れた建築がある。東京のランドマークの一つである東
京スカイツリーだ。この鉄骨造の電波塔・観光施設は、
世界最高の溶接技術で組み上げられている。塔体を構
成する37000もの鋼管パーツを、全て人が溶接で接
合するという離れ業を成し遂げている。各種の試験で
溶接の腕を確認された溶接工だけが担当している。３
次元曲面を完璧に溶接するという、世界のトップレベ
ルの日本の溶接技術者がいてこその東京スカイツリー
なのだ。

　「建築」。日本には世界最古の木造建築がある。建立
から1400年以上も建ち続ける法隆寺だ。1400年
以上も存続する木造建築技術もさることながら、メン
テナンスや補修を支える卓越した技術を持った宮大工
がいることも特筆に値する。石に比べて腐りやすい木
で造られながらも、現存してなおかつ、これからもず
っと残り続ける建築。技術と文化の伝承のトップレベ
ルが、法隆寺でもあるのだ。

　それに対して、あっという間に消えてゆくものもあ
る。僕が京都の設計事務所に勤めていた時のことだ。
京都の北山通りのアパレルのテナントビル。先輩が担
当した物件で、先輩と一緒に現場に出向いた思い出の
ある建築だ。竣工後、１年ちょっと過ぎた頃に、建物
がもうないことを先輩から聞かされた。当時、バブル
の崩壊が始まった頃で、土地・建物の所有者が土地を
売るために建物を解体処分してしまったのだ。工事費
１億円以上もかけたものが、ビジネスの経済原理で消
えてゆく。ボトムレベルの末路の更地を、僕は見たこ
とがある。

　日本の建築を取り巻く状況は、極端な二面性を持っ
ている。世界のトップレベルからボトムレベルまで、
様々なものがあり、そして二極化している。建築、設
計者、施工者、普通の人々。それぞれの両極端に挟ま
れたごちゃ混ぜの中で、僕たちは日々を過ごしている。
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　それに対して、施工者と呼ぶには、似つかわしくな
い者もいる。工事費を安くあげるために手抜き工事を
したり、工期を間に合わせるために煩雑な施工をした
り、普通の人々には分からない専門的な部分で自己都
合を優先させたりと、損得計算のそろばん勘定にだけ
終始する施工者。大きな組織やメーカーであっても、
個人の自営業者であっても、普通の人々から信頼と評
価を得ない限り、生業への未来はないことを自覚して
おく必要がある。

　「普通の人々」。自らの意思で設計者を探し、費用が
掛かりながらも、遠方でありながらも、建築家と呼べ
る人に自身の建築を依頼する人々がいる。ポストに入
っているチラシではなく、ＴＶのＣＭで見かける設計
事務所でもなく、親戚や知人の紹介者でもなく、新建
築や住宅特集やＧＡをリサーチして、自分にとって最
も好ましい建築を提案してくれる人を見つける普通の
人々。僕たちは眼中にないことを残念に思う反面、建
築をとても大事に大切に考えて、トップレベルの建築
家に思いを託すその姿勢には、頭が下がる思いがする。

　それに対して、全く無頓着な人もいる。安ければ何
でもいいとか、早ければ何でもいいとか、知っている
人でいいとか、別に拘りもなく何だっていいと考えて
いる普通の人々。建築が他のものよりも大切だと言う
つもりはないが、高額なお金を払い、一生にそう何度
もない建築の機会を、もう少し考えて欲しいという思
いがある。日々ずっと目にして使ってゆく建築を、自
分の思いや感覚にアジャストさせて欲しいと言う願い
もある。

　ごちゃ混ぜの両極の間で、あなたはどちら側に居る
だろうか？　僕は、どちらかが良くて、どちらかが悪
いとは思ってはいない。僕たちは日々の生活の中で、
理想と現実の間で折り合いをつけながら生きている。
ある時は前者であったり、ある時は後者であったり、
２つの間を揺れ動きながら、本意不本意に関わらず、
その時その時で自分にとってベストの選択をしている
はずなのだ。その決断を僕は否定する気はない。

　「設計者」「施工者」「普通の人々」この３者のトラ
イアングルの中に「建築」は生まれてくる。単純に考
えれば2ｘ2ｘ2＝８通りの建築が生まれてくる。た
だし、実際はもっと複雑で、非常に多様で無限のバリ
エーションを奏でてくる。僕たちが、意識・無意識に
目にして使っている建築は、３者のダブルバインド（２
つの矛盾したメッセージ）から派生しているのだ。そ
して、そのダブルバインドは、人の強さや崇高さ、弱
さや愚かさの表れでもあり、とても人間らしいもので
もあるのだ。

　世の中が豊かな時は前者が増え、世の中が貧しい時
は後者が増える。今は、どちらの時代だろうか。
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　今回より、実務に役立つ実践テクニックについてご紹介
して参りますが、その前に是非とも少しずつ取り組んで頂
きたい事があります。
　それは、皆さんの中には絵を描いたり、フリーハンドで
上手く描けない、又はデザインを考えたりするのが苦手だ
という方もおられると思います。どうも取っ付きにくいと
感じている方々にお勧めしたい方法があります。  例えば、
気に入った建物（あまり複雑でない物、又は、カップ・花
瓶・人・車等）のスマホ写真をコピー印刷してトレーシン
グペーパー（以下トレペ）にてトレースする作業を行って
下さい。これはフリーハンドの修練、物体の形状（立体感）
把握、建物であればデザイン・バランス感覚習得等に非
常に役立ちます。施主との打ち合わせ時、サラサラとスケッ
チを描くことができる為の訓練も兼ねます。苦手、出来な

　これがトレースした画です。一点透視図になるように補正し
ました。建物は下図を正確に描く為、平行定規製図板と三角定
規を使い、庭園はフリーハンドで大まかにまとめます。この段階
で各部分の納まりも把握します。ついでに色 な々部材の名称等

いを克服する最善の方法かと思っております。かの有名な
ファンズワース邸、ロンシャン教会、サボワ邸等比較的シ
ンプルなデザインの建物をトレースするのも良いかと思い
ます。巨匠のデザイン・バランスの取り方等理解して自分
の仕事に活かしていくことも大事ですね。建築だけではな
く、家電品等（工業デザイン分野）のデザインも色々と
工夫されたものが多くありますので、デザインのコンセプ
ト等を推察する習慣を身につけると、建築デザインにも繋
がっていくと思います。訴求力ＵＰも目指せます。基礎編
にてスマホ写真をコピーしてそれをトレペでトレースして、
それを基にパースを作成する方法をご紹介しましたが、具
体的にどういう工程で行うのか解説して参ります。（今回、
古建築シリーズ第三弾として大洲市臥龍山荘臥龍院の製
作手順を説明します。）

もネットで調べて知識を増やすのも良いですね。次にトレペをコ
ピーして、コピーした用紙の裏側を濃い鉛筆で塗り潰してから仕
上用紙に転写（コピ-用紙の線をなぞっていきます）して下図を
作成します。何回かの工程がありますが、頑張りましょう。

建築パース製作実践編 1）建築パース製作実践編 1）
実務に役立つ実践テクニック

大洲市臥龍山荘（臥龍院縁側）［ペン画］スマホで撮ると3点透視図のようになりますが、これをトレース時に補正していきます。

松山支部　尾﨑　光高

▲写真コピー ▲トレース ▲完成図
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　写真を見ながら細部まで正確に仕上げていき完成となります。
軒天の美しさ、建物と庭園との融合の素晴らしさに感動致しまし
た。写真を利用するのは、この形状をパース技法で起こしていく
とかなり時間がかかる為、仕事の合間に修練を重ねて行く場合
の時短となるようにと考えました。絵画では模写というのがあり、
色合いまでそっくり再現していく勉強法がありますが、効果とし

　次に基礎的な知識も理解していただきたいと思います。今ま
での解説の中で、線遠近法・空気遠近法にちょっと触れましたが、
パースを描く上で大事な要素ですので説明します。

て色の調合・色彩感覚・構成力等が養えます。よって、建築に
繋がっていきます。形は出来たけれど色合いはどうする、どんな
イメージの建築とするかも避けられない課題ですよね。決して時
間の無駄にはなりません。引き出しの数がどんどん増えていき歳
を重ねる程、楽になっていきます。少しずつ努力を重ねていかれ
る事を期待しております。

　先ず線遠近法は線路をイメージして頂くと分かり易くなります。
手前から遠くになるほどレールが細くなり、枕木間隔が短くなっ
ていく感じで、遠近感を出せます。道後温泉の石畳部分の表現
の折に採用しました。
　空気遠近法は山並を例にすると、①は緑濃く②は藍色に見え
てきて③は青色となり④は青色が更に薄くなって見える、距離が
段 と々遠くなっていく事で色合いが変化していき遠近感が感じら
れます。ダ・ヴィンチのモナリザは人物の背後に遠く山河の風景
が描かれていて、独特な手法で遠近感が演出されていますね。
パースの場合もこの手法を用いて遠近感を出します。
　次の参考図Ａは４段階からなる建物を一点透視図で描いた例
です。これだけでも立体感は出せますが、更に線の太さを変え
て遠近感を強調したのがＡ’です。Ａ’’は①と②③④との距離感
を出す為①の三方を薄い何本かの線で囲うだけでぐんと前に出
て来ますね。そして、玄関タイル・路面部分を線遠近法で描き
加えて影をつけると、更に遠近感が増します。この作業により、
全体的に立体感溢れるパースが仕上がる訳です。

線遠近法・空気遠近法　より立体感を出す為の重要なテクニックとなります。

▲A ▲A' ▲ A''

皆さん、先ずは練習してみてください。次回も実践テクニック編です。尚、建築士会ＨＰよりカラー版が閲覧できますので
是非ご覧下さい。宜しくお願い致します。

①
②

④
③

［空気遠近法］

［線遠近法］

① ①

④ ④

② ②
③ ③

（奥行）

［空気遠近法］

［線遠近法］

（奥行）

（奥行）

（奥行）



道後温泉の湯釜神の湯の湯釜編①
執筆：� 一級建築士　野本　　健
監修：�文化財・まちづくり委員会　委員　花岡　直樹
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　大国主命が少彦名命を抱く像を彫ったこの湯釜
（直径143㎝、高さ280㎝）は、明治27年（1894）
神の湯本館改築時に一ノ湯に設置された。その後、
昭和10年（1935）の神の湯本館浴室改築時に東

浴室に移され、現在は神の湯の男子浴室で使用され
ている。湯釜には山部赤人の長歌が彫られており、
道後温泉が名湯であることを称え、後の世まで栄え
ることを祈る意味が込められている。

道後温泉の湯釜　神の湯の湯釜編道後温泉の湯釜　神の湯の湯釜編

【宝珠】
真蹔寢哉
ましましいねたるかも

【訳文】
しばらく寝ていたようだ。

【湯釜頂部】
明治廿七秊二月再造
前伊豫松山城主從三位菅原勝成題神語

▲神の湯東側浴室の湯釜
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【考察1：湯釜薬師との交換】
　この湯釜は明治27年（1894）建設の神の湯の
ために製作したもので、伊佐庭如矢が町長として手
掛けた2つ目の湯釜である。この場所には古くから
地元の人々が大切にしてきた湯釜薬師が鎮座してい
た。
　神像部分のデザインは川越氷川神社の山田衛居、
石工は広島県尾道の石井源兵衛であり、養生湯の時
と変わらない。詠歌の彫刻は松山の今岡愛三郎が手
掛けている。
　宝珠の文字は伊予国松山藩の13代・15代藩主
である松平勝成が揮毫した（松平勝成は明治維新後
に菅原勝成として復姓している）。
　『道後温泉と伊佐庭如矢』によれば、湯釜の石材
は香川県の庵治石で三津浜港から飾牛に引かせて道
後湯之町まで運搬したと言われている。

　今では失われた光景であるが、道後温泉は昔、湯
口から出るお湯を肩に当てるため大勢の人々が浴槽
の中で並んでいた文化があった。それほどまでに自
分の肩に湯を当てることが1つの風習として道後温
泉に定着していたスタイルであった。
　『道後温泉と伊佐庭如矢』によれば、湯釜は湯之
町の町民にとって神仏に近しい存在であり、湯釜薬
師を取り除くと温泉が止まるなど祟りが起こると信
じられていた。
　そこで伊佐庭如矢は湯之町の町民に対して湯釜を
そっくり替えるのではなく、湯口から肩に当てるお
湯の高さを調整するため、その部分だけやり替える
と説明して納得させるのであった。
　しかし、実際に工事が始まると湯釜をごっそり替
えることが発覚し、反対派の町民が湯釜の取替の監
督をしていた伊佐庭如矢に出刃包丁で襲い掛かりそ
うになったという話も残っている。
　『道後湯之町役場日誌』によれば明治26年12月
3日に工事に着手し、湯釜薬師を取り除き、新たな
湯釜を据え付ける作業を行ったそうである。
　湯口から上の神像や宝珠部分は建物が出来た後に
浴室内に持ち込み据え付けたそうで、松山市で土木
請負業を営んでいた三好仙太郎が狭小な空間の中、
苦心してやり遂げたという話が残っている。
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▲湯釜頂部

▲一ノ湯（提供：二神　將）

【湯釜胴部訳文】
（長歌）
歴代の天皇がお治めになっている国々に温泉はたくさん
あるが、なかでも島も山もよい国として、険しい伊予の
高嶺の射

い

狭
ざ

庭
にわ

の岡に立たれて、歌を案じ、言葉をお練り
になられた。温泉のほとりの木立を見ると、臣

おみ

の木も新
たに茂っている。鳴く鳥の声も変わっていない。遠い将
来、いよいよ神

こう

々
ごう

しくなってゆくことであろう、昔の行
幸の跡は。
（反歌）
大宮人が熟田津で船出したという、それはいつ頃のこと
だろうか。

正五位日下部東作が赤人の歌を書く
大教正中臣衛居が神像を描く
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【考察2：展示室の漆喰土と砂について】
　又新殿・霊の湯棟の2階展示室には松山市指定有
形文化財に登録されている漆喰土と砂が展示されて
いる。
　しかし、解説文は一切なく、一体どこの物を指し
ているかわからず、ただ古い物を眺めるだけの展示

になり果ててしまっているのが現状である。
　まず、漆喰土について、これは明治27年（1894）
に神の湯の湯釜を湯釜薬師と取り替えるために、取
り外した時に出土したものと考えられる（明治29
年と記載があるが、明治29年の工事履歴はないた
め、誤記の可能性が高い）。
　保存修理工事の際、出土した養生湯の湯釜下の井
戸の痕跡の状況から推測すると、湯釜の下に組んで
いた井桁と湯釜を接着するために用いた材料と考え
られる。
　砂については湯釜薬師の底にあった砂を採取した
という記述となっている。
　このように神の湯東側浴室の湯釜との関連性を示
せば、非常に理解しやすい展示になるものと考えら
れる。

▲松山市指定有形文化財（歴史資料）

【考察3：真蹔寢哉について】
　インターネットで神の湯の宝珠の文字について検
索すると「真暫寝哉」という誤記が多く散見される。
正しくは「真蹔寢哉」であり、現実の湯釜や伊佐庭
如矢が執筆した『道後温泉誌　略』もその言葉となっ
ている。
　実物や原著を辿らず、二次利用、三次利用の書物
や言葉を信じてしまう人々があまりにも多いことが
インターネットの世界から見えてくる。自分自身歴
史の調査をする際は常に気を付けようと思う発見で
あった。

■まとめ

　明治27年（1894）建設の神の湯の湯釜は、伊
佐庭如矢が家司として仕えていた、伊予国松山藩の
旧藩主菅原勝成に「真蹔寢哉」という揮毫文を依頼
している。
　また中央廊下の側石（かつては一ノ湯の側石とし
て用いられていた）の表現などから伊佐庭如矢の時
代から、伊予国松山藩の松平家が道後温泉の興隆に
寄与し、盛り上げ始めたことが、非常によくわかっ
てくる。
　このように時代時代の為政者によって誰を盛り上
げ、何で観光客を集客しようとしていたかが、見え
隠れしてくるのは非常に興味深いものだと思え、引
き続き湯釜の調査を続けたい。� （続く）

■参考文献
『道後温泉誌　略』伊佐庭如矢 1901年
『道後温泉と伊佐庭如矢』阿部里雪 1915年
『道後温泉　増補版』松山市 1982年
*本書掲載の文章・図版の無断複製・転載を禁じます。

▲真蹔寢哉




